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堺県米会所と京都米会所
津 JI 正 幸
1. はじめに
明治 7年，三井元之助の代理として堂島米会所に出仕した兼松房次郎の懐古
談が「堂島の今昔」！）に収録されている。かれは明治初年の各地米会所の設立
許可に関して，「取引所ノ濫許卜弊害」の項目で次のように述べている。
「ソレカラ彼所此処へ出来マシタガ地方官ガ之ヲ許可スルト云フ権能ヲ有ツ
クノト各地デ堂島ノ米会所ガ再興ニナッタト云フコトヲ聞ヒテ少シ許リ町ヲナ
シテ居ル所ハ種々ノロ実ヲ設ケテ許可ヲ請フタ。従来此処二正米取引所ガゴザ
イマシタ。斯ウ云フ歴史ガゴザイマス近来取引所ガゴザイマセヌノデ農家ガ迷
惑ヲ致シマスレハ又商人モ標準トスル所ガナクテ甚不便ヲ感ズル是非御許シ下
サレ度ヒ。且又米穀取引所ガ出来マスレハ其土地ノ繁昌ニナリマスト願ッタ。
地方官ハ将来二生ズル所ノ弊害ナドハ余リ懸念ヲ置カスニ成程米穀ノ取引ヲス
ルニ付テハ証拠金ガナクテハ叶ハヌコトデアル且又出来レバ其土地ノ繁昌ニナ
ル県下ノ為メ甚ダ利益ノコトデアルト鑑札ヲ下シテ無暗二許シタ。サアドウモ
何ボ程出来タラウカ今能ク記憶シマセヌガ。（中署）到ル処二相場所ガ出来テ田
舎へ往ッテ少シ許リ宿ヲ為シテ居ル所ニハ必ズ取引所ガアル，ソコデ博突シテ
居ル決シテ実際ノ取引所デナイ」。
すなわち，明治4年 3月，山口藩出身の磯野小右衛門と佐賀藩出身の武冨辰
吉を代表とする米会所再興出願に対して大阪府は2) 「堂島米会所」の設立を認
1) 「大阪商業史料」第19巻， 19-60。
2)拙稿「堂島米会所についての覚書」「経済論集」 20-4号。
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許し， 4月1日米会所は開業した。つづいて同年同月大阪開商社にたいして油
の定期市場を公許した。 6年3月大蔵省の命令により米油両市場を合併して
「堂島米油相庭会所」となり，売買取引の盛況をみたのである。これについ
で，明治6年3月には東京商社にたいして堂島米市場と同じ主旨の米穀定期市
場を許可した。さらに引き続いて名古屋・大津・京都・兵庫•松山・岡山・博
多・熊本・新潟・高岡・酒田などの各地に米穀市場私設会所の認許開設をみる
にいたった3)。 しかしその実情は明らかではない。後述するように，京都では
堂島米会所に次いで出願しているけれどもその点も明らかにされていない。名
古屋においても，取引所史に米会所開設の記録をかいている4)。 おそらく兼松
が「取引所ノ濫許卜弊害」で述べているように，各地で競って米会所の開設を
はかったと思われるが，他方では税制による抑圧の要素もあり，しかも明治4
年から 8年の間は，いわゆる「明治6年の政変」の間でもあり，取引所の成文
法制策定の時代で大蔵省の政策も朝令暮改の状態であっただけに各地米会所の
記録もさだかでなかったろうと思われる。こうした時代の堺県米会所と京都米
会所の場合について，堂島米会所との関連において開設の事情と，これにかか
わった人物を明らかにしょうとするのが本稿の目的である。
2. 堺県米会所
堺市史5)によれば，「堺県米会所は維新の際一時廃絶に帰してゐたのを， 明
治4年大阪に米会所が設けらるゞに及んで，堺に於ても之が再興を図り，市之
3)小谷勝重著「日本取引所法制史論」 166,167ページ。
4)同取引所刊「株式会社名古屋米穀取引所史」
5)堺市史，第3巻，本編第三， 876ページ。
市之町四丁に会所を設けたとしているが，明治12年3月，大阪商法会厳所会頭五代友
厚等の勧奨に由り，有志大塚三郎平•藤本荘太郎ら数名が総代となり堺県に出願して
設立した堺商業集会所の設置場所は市之町西一丁の官有元米商会所とされている。
但し米商会所は設立されなかったので，米会所の誤りか市之町四丁が誤りか判明しな
，‘ ゜
554 
堺県米会所と京都米会所（津川） 763 
町四丁に同所を設立して定期売買及び直取引をなした。 9年米商会所条例が制
定された際，当時手続の欠陥より更らに出願の時機を失したので既設の会所も
亦廃絶に帰して了った」との記述がみられるのみである。
確かに，かつては堺にも米油相場会所が存在したが，明治2年2月の大阪堂
島米会所をはじめ全国各地の米市場に対して空米・帳合米・石建米取引の禁止
の際に取引差止めになったものである。
さきの兼松房次郎の談話に，種々の口実をもうけ，過去の事歴を述べると話
されたように，堺県においても堂島米会所の再興1こ刺戟され他の地域に遅れを
とってはと県みづからが，明治5年5月大蔵省に伺6)をたてた。すなわち
米油相庭会所取開二付伺
当堺湊へ以前米油相庭会所有之候処大阪堂島相庭廃止ノ節同様差留置候然ル
処大阪西京共追々会所御差許相成候二付テハ管下商人共京阪へ奔走売買取引致
シ殊二油ノ儀ハ河泉両国ノ土産巨多ニテ諸国輸出入モ堺相庭ヲ以目的卜致シク
ルモノヽ由二候処即今ハ総テ大阪へ輸入致シ候二付テハ運送ノ不便故欽土産モ
年々減少仕殊二右両相庭廃止以後自然卜土地モ衰頬ノ形二立至リ候間京阪同様
会所取開申度尤規則ハ大阪堂島二傲ヒ収税ハ総テ御省へ相納可申候間御免被仰
付候此段相伺申候以上
壬申五月
大蔵省御中
堺県
追テ別紙規則書相添差出申候現場施行ノ時二至リ相変儀モ御座候バ其時ニ
可相伺候
と。おそらく出願に先だち，堺県では大蔵省に事前の問い合せを行っていたこ
とであろう。時あたかも大蔵省では，旧鹿児島藩経営の堺紡績所の買収に当っ
ていた時でもあり，県令税所篤は同藩出身でもあって，後に米相場に大きな関
心をよせる五代友厚と親交のあった人物である。この伺いに対する大蔵省の指
マイクロフイルム エデイション
6)内閣文庫 大阪府史 旧堺県政治部勧農ー（以下，内閣文庫大阪府史と略す）
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令は，「書面ノ趣聞届候条大阪府打合ノ上現場取扱向区々二不相成様取締方法
相立可申事， 但規則中附紙ノ処改正可致事」”と 5年6月8日に大蔵大輔井上
馨名で出されている。
以上のような指令についても兼松は， 「其時分ハ法律モナイ只米商会所カラ
取引方法ヲ書イテ出シタ物二政府ガ幾ラカ修正ヲ加ヘテ斯ノ如ク改メヨト云フ
コトデアッタ。又取引所ハ地方官ガ許可スルト云フコトニナッタカラ，大阪府
ヘ堂島再興卜云フコトヲ願ツテ知事ガ之ヲ許シタ，許サレタ時ノ事ヤ何カハチ
ョット記憶シマセヌガ手数料ヲ徴収スル中カラ何程カノ租税ヲ納メルト云フコ
トデアッタ，夫等モ矢張再興ノーノロ実ノ中デアックヤウニ記憶致シマス。」8)
と述べているように，政府は申請した添付規則をそのま>許容するのではな
く，若干の修正個所を指摘して，それも井上馨自身がその任にあたって許可し
た大阪の事例に照合して不揃にならないようにとの条件つきでの内諾を与えて
いるのである。
指令を受けた堺県では早速市中の有力商人の中から人選し， 7月29日に県庁
に呼び出しの上，米相場頭取に指吸長十郎・真木甚作・大塚三良平の 3人，米
相場仲買取締に柳川吉平・豊中源平・水橋吉平の 3人，油相場頭取に竹中武平
・冨村三良吉・綿谷利平の 3人，油相場仲買取締に中田弥三郎・柳川甚作・西村
弥平を任命し，米相場会所は堺栄橋一丁目の元油店，油相場会所は堺市之町西
四丁の元商社会所において 8月10日より開業することとした。また 8月4日に
は指吸千太郎・高木祐次郎の両名を米油相場会所金預り役に任命した。余談に
なるが，その内指吸千太郎は若年であったと考えられるが堺の名家9)といわれ
る指吸重孝の長男に生れ，父重孝は魚問屋を業とし，明治元年2月太政官の命
を奉じて会計局に入り， 7月商社取締役を兼ね苗字帯刀を許され，ついで宿老
となったが，明治 3年 4月享年42オをもって歿した。千太郎は後に明治26年10
7)内閣文庫大阪府史。
8)大阪商業史資料 第19巻， 19-59。兼松は米会所と米商会所の名称を混同している。
9) 「堺市史』第7巻， 451・452ページ。
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月から同30年 8月まで堺市収入役を勤めている。
さて，大蔵省の指令に「大阪府打合ノ上現場取扱向区々二不相成様取締方法
相立可申」とあるからには，恐らく「会所規則」については「堂島米会所」の
規則を参考して「堺県米会所規則」が作成されたと考えられる。そしてその規
則は， 明治4年堂島米会所が認可されて後の「規則」によったと考えられる
ので， 4年 4月の堂島「米会所規則」10)と堺県の 5年 8月の「規則」11)とを照合
比較してみよう。
米会所規則
1. 御蔵摂津米十石建
（明治4年4月） 堂島
但シ売買手付金一割ノ見積リヲ以テ即日会所へ差入可申事
2. 米十石二付金高二五分ノ高下有之候ヘハ追入金五分差入可申事
但シ追入金差入不申候ヘハ其時ノ直段ヲ以売買米切付候事
3. 売買米請渡期限ーケ年四度相定候事
但シ限月大ノ月晦日小ノ月二十九日限リノ事
4. 限日正午刻限二請方ハ会所へ代金相備へ渡方ハ米ノ銘柄蔵付相記差出シ候
事
但シ右刻限延引致候ヘハ過料トシテ代価高三分取上ケ相手方へ差遣候尤
双方共不都合ノ節右金双方ヨリ会所へ取上ケ無帳二致候事
5. 蔵付ノ米若シ間違候ヘハ過料トシテ代金ノ高三分宛取上ケ受方へ差遣シ候
事
但シ米請渡シ場所ノ義ハ大阪四組二相限リ候事
6. 現米請渡ノ義御蔵米ノミニテハ引足リ不申候二付何国米ニテモ代米相備へ
異議ナク引受ケ致シ候事
但シ代米ハ衆議ノ上共二品位格付致ヽン置キ候二付何米ニテモ苦シカラス
10)前掲拙稿「堂島米会所についての覚書」
11)内閣文庫 大阪府史。
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候尤モ唐米ハ相用ヒス候事
7. 代米義自然格付二相洩レ候米まいり候節ハ惣社中入札ヲ以品位相極メ候事
8. 諸蔵本米ノ儀ハ桝例二及ハス受引致候ヘトモ其余ノ米ハ御蔵通用ノ通リ計
リ立石ヲ以テ諮渡ノ事
但シ請渡シニハ会所ヨリ立会候二付桝取秤取等致シ候者ハ会所ヨリ差出
候事
9. 濡沢手米軽俵ノ儀ハ相当ノ直引相付可申候事尤大毛入其外格外ノ悪米ハサl
受不相成候事
但シ受方自己ノ勝手ヲ以テ勿l米二致候儀不相叶候事
10. 米受渡ノ義限月翌二日迄ニハ是非トモ相済シ可申候若シ不都合ニテ日延相
成候ヘハ諸雑費等相弁シ候義ハ勿論別段科料金ヲモ相掛ケ候事
但シ余儀ナキ訳ニテ双方ヨリ申立候ヘハ其時二応シ衆議ノ上日延相成候
事
1. 限月大ノ月ハニ十五日小ノ月ハニ十四日二至リ候ヘハ売買双方共手続ノタ
メ高下二拘ハラス十石二付キ金十両宛増金致候事
但増入金不致候ヘハ米切付候事
12. 現米売買ノ儀二付キ俵令何様ノ不時高下有之候トモ法定ノ通リ異議ナク受
渡致候事
但シ万ー数日休業致候程ノ時変有之候節ハ米十石二付キ増入金二十両宛
歩ヲ合セ取組米貫キ可申候事
13. 日々売買ノ儀辰刻二立会午刻二引取候事
14. 当会所仲買ノ義ハ真二宿弊相放レ安直ノ商法相営ミ候様改メテ人選致候事
但シ他邦商人タリトモ身元槌カナルモノニテ請人相立候ヘハ社中へ相加
ヘ候事
15. 問屋仲買ノ義追々十五人ヲ一組二致シ組々二肝煎一人同加役一人宛入札ヲ
以テ相定候事
但シ社中ノ内不勘定ノ義等無之様堅ク申合置可申候万ー不束ノ義出来候
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節ハ其社中ニテ正路ノ取扱ヒ致シ他方二迷惑相掛不申様速二相捌キ候事
建米及ヒ仲買人ノ規定等ハ既二掲ケタリ而シテ尚ホ場立チ並二税金等ノ定メ
アリ則チ左ノ如シ
16. 当会所問屋仲買ノ義ハ改メテ御印シ札御下ケ渡被下度候事
但シ御印札冥加金トシテ盆歳暮トモ人別金二歩宛上納仕候事
17. 売買立会中御印札無之者マテ場所へ罷リ出テ候ヘハ混雑致シ候二付必ラス
立交リ候儀不相叶候事
但シ当人病気等ニテ代人差出ヽン候節ハ名前書相認メ会所へ掛合ヒ置キ侯
事
18. 日別売買書留候手帳問屋仲買人別へ可相渡候条御改印突入被仰付可被置候
手帳無之商人ノ儀ハ売買差留可申候
19. 売買問屋口銭ノ義ハ米十石二付金一朱宛定メノ事
20. 米百石二付日仕舞税金五匁宛ノ事
但シ金一両代銀六十匁立ニシテ売買双方ヨリニ匁五分宛相納メ候事
21. 夜越取組米百石二付税金日別二十目宛ノ事
但シ同断売買双方ヨリ十匁宛相納候事
2. 税金ノ義ハ限月決算ノ上上納可仕候事
但シーケ年四ケ度上納二相成リ候事
23. 会所取締リノ為メニハ夫々役目ヲ附ケ数人ノ手代差配方二相立テ万端私共
引受ケ聯力疎略無之様取扱仕リ候事
但シ右手代其外何レモ相当ノ給料差遣シ可申事
24. 税金相減シ候タメ売買高ヲ申偽リ万ー不正ノ取扱ヒイタシ候向有之候ハヽ
問屋ハ勿論商人ドモ屹度当罪被仰付当日売買ノ米残ラス御取上ケ被仰付候事
25. 大凶年等ニテ米価格別沸騰ノ節ハ何時御取上ケ被仰付候トモ差支候義無御
座候事
26. 豊凶ノ外天然自然ノ道理ニテ高下イタシ候義ハ当然二候ヘトモ人作手段ヲ
以テ惑乱致サセ世間不釣合ノ飛直等相付ケ或ハ定則二相背キ不法相働キ候輩
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ハ売買差留メ猶ホ至儀ニヨリ厳重ノ御処置被度仰付候事
27. 帯刀人問屋へ罷越シ売買取組ミ相談被致候トモ相断リ可申事自然其儀承諾
無之候節ハ早速御届ケ可申上候事
右ノ通リケ条ヲ以テ現米売買奉願上候ヘトモ取行ヒ候上ニテ自然差支ヘノ廉
等有之候節ハ時々伺ヒ奉リ漸々規則相改メ候様仕度奉存上候 以上
明治四年未四月
大阪府御庁
規則
1. 泉州米拾石建
2. 敷金米百石二付金四拾円相定候事
米会所頭取武富辰吉
磯野小右衛門
（外三名暑）
同金方 大眉五兵衛
三井元之助
（明治5年8月）堺県
但敷金半高二相成候節ハ追敷取立候若シ追敷金不差入向ハ其時ノ直段ヲ
以売買差止侯事
3. 米売買請渡シ期限壱ケ年四ケ度二相定メ候事
但正月切四月切七月切十月切
4. 限日十日前売買双方ヨリ手締ノタメ定入金ノ外拾石二付拾円ツヽ増入金可
致事
但増入金不致候ハヽ米切付候事
5. 限日正午ノ刻限二請方ハ代金渡方ハ現米蔵預書会社へ相備可申候
但右刻限延引致シ候ヘハ過怠トシテ代価高ノ三分取上ケ相手方へ差遣シ
候尤双方トモ不都合ノ節ハ右罰金双方ヨリ会所へ取上ケ致シ無帳ノ事
6. 渡方ノ米銘申出候上若シ相変候ハヽ過料トシテ代金高五分宛取上ケ請方へ
差遣シ侯事
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7. 限月請渡シ米市中蔵限リノ事
但斗桝計リノ事
769 
8. 現米請渡ノ義泉州米ノミニテハ引足不申二付何国米ニテモ代米ヲ以テ無異
義致請渡候事
但代米ノ義ハ夫々品位格付相定メ置候事
9. 代米ノ義自然格付二相洩候米ハ米商内中入札ヲ以テ品位取極候事
但品位入札致候米ハ限月二十日マテニ相備可申右日限後レノ分ハ不相用
候事
10. 請渡シハ会所ヨリ立会候二付桝取秤取等致シ候モノハ会所ヨリ差出候事
1. 風当テ水押入其他都テ白米ノ義ハ請渡二不相用候尤濡沢手米軽俵等ハ其時
ノ応対二任セ候事
但請方自己ノ勝手ヲ以テ勿！米致シ候義ハ不相叶候事
12. 米請渡シノ義限月翌二日マテニハ是非トモ相済可申事若シ不都合ニテ延日
相成リ候得ハ諸雑費杯相弁へ候義ハ勿論別段過料金ヲモ相掛候事
但無余義訳ニテ双方ヨリ申出候ヘハ其時二応シ衆義ノ上日延二相成候事
13. 請渡シノ節二至リ渡シ方受取方不行届二候ハヽ拾石二付金拾両宛違約罰金
取上ケ相手方へ差遣シ候モシ不都合ノ節ハ右罰金双方ヨリ会所へ取上候事
14. 現米売買ノ義二付仮令何様ノ不時高下有之候トモ定法ノ通リ無異義請渡致
候事
但万ー数日休商致候程ノ時変有之候節ハ米十石二付増入金弐拾両宛掛ケ
合セ取組米建貫キ候事
15. 他邦ノ商人タリトモ当所へ入金イタシ身元金相備へ候ヘハ米商へ加入致侯
事
但年五朱ノ利足相渡候事
16. 米商銘々へ改テ印札御下ケ渡シ相成候事
17. 売買立会中印札無之者マテ場所へ罷出候ヘハ混雑イタシ候二付必ス立交リ
候義不相叶候事
561 
770 闊西大學「純清論集」第36巻第2・3・4号 (1986年11月）
但当人病気杯ニテ代人差出候節ハ名前書ヲ相認会所へ点合置候事
18. 米百石二付日仕舞税納弐匁八分ノ事
但売買双方ヨリ壱匁四分宛可相納事
19. 夜越米百石二付税納日別拾弐匁定メ
但売買双方ヨリ六歩宛可相納候事
20. 税納金壱両代六拾匁定候事
21. 税金相減シ候タメ売買高ヲ申偽リ万ー不正ノ取遣致シ侯者有之候ハヽ屹度
当罪申付品ニョリ当日売買米取揚可申事
22. 豊凶其外天然自然ノ道理ニテ高下致シ候義ハ当然二候ヘトモ人作手段ヲ以
テ惑乱為致世間不釣合ノ飛直杯相附或ハ定則相背キ不法相働キ候者ハ売買差
止メ時ニョリ厳重ノ処置可申付事
右ノケ条通堅ク相守正路ノ売買可致事
申八月 堺県
第一条の建米の銘柄が異なることは府県の実情にそくしてのことであるから
当然である。手付金・敷金その内容は同じであるが，堂島規則は第一条で一割
と率で表はし，堺県規則は， 5年5月10日の新貨条例発布後であるから40円と
金高で表しているだけの違いで追入金・追敷金の規定は同じである。第三条の
請渡期限がーか年4度と同じであるが，堺県の方が正月切.4月切， 7月切．
10月切と限定しているところが異なる。
第四条から条項と内容がずれていくが，堺県の方が第四条に手締り増入金の
件をあげており堂島は第11条に規定している。次の限日正午刻限に請渡双方の
備える物件，規定以下，渡方の米銘柄が相異した場合の処置，米請渡場所，代
米，桝取リ，罰金，会員資格，印札，無印札者の立入禁止などの規定は殆んど
同じである。桝取り斗量の件は堂島は「御蔵通用ノ通リ計立」とあり，堺県は
「斗桝計リノ事」となっているが，一応堂島にならって斗桝量りである。
これは「大阪にて売買上斗桝を用ふるは明治の初難波官庫の払米に始まれ
り。但し堂島旧米会所期月売買受渡米量り立には当時既に用ひたれども尋常米
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穀仲買人は壱升桝のみを用ふるの慣習なりき。（中忍）明治七八年の頃まで各地
に物産会社を創設し大阪に支社分店を置き各地の回米を売却するには堂島米会
所の桝量法に傲ひ大概斗桝を用ひたり。現時堂島米商会所に於ても旧来の如
く期月受渡し米は矢倉台に米を入れ斗桝へ注下し斗棒前引の法を以て成規と
す」12) といわれているとおりであって，一升桝を用いるか一斗桝を用いるか，
斗掻棒を用いる場合に越桝（おこします）によるか，先桝（さきます）の法に
よるかによって量目が異なってくるので，おおよそ斗桝で羅った 1斗を一升桝
で量りなおすと 1斗2升から 1斗2升 5合になり，桝取が誰某であるか，使用
する桝が何であるかによって米の値組み，値段が異なったという実情によるも
のである。
さて，それぞれの「規則」の後半部に定められている税則の点で双方が異な
る。堂島では，米百石について日仕舞米は税金5匁宛，夜越米日別20匁宛とな
っているが，堺県では日仕舞税金2匁8分，夜越米日別12匁と少額に規定して
いる。
この件は大蔵省の許容するところとならず堺県では引続いて大蔵省と掛け合
うことになる13)。すなわち，まず 5年 9月，
於当市中米油相場会所取開申度段相伺候処御聞届相成大阪府卜打合現場取扱
向区々二不相成様取締方法相立可申旨御沙汰御座候二付則当八月十日ヨリ取開
罷在候然ル処先般相伺候米相場規則中十六七ニケ条二掲載仕候税則別紙ノ通改
正仕候間此段御届申上候 以上
壬申九月
堺県七等出仕田代環
堺県参事 藤井千尋
12)農商務省「農商工公報」第14号，明治19年4月15日印行。
越桝とは前掻ともいわれ，斗掻棒を桝の先方から手前に引く方法で桝目が強い。先桝
はその反対で桝の手前から先方に斗掻棒をおすので桝の容址の通りになる。
13)内閣文庫大阪府史。
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堺県令 税所篤
大蔵大輔井上馨殿
（別紙）
第十六条
1. 米百石二付日仕舞税金弐匁弐分ノ支
但金壱両代銀六拾目立トシテ売買双方ヨリ壱匁壱歩ツヽ可相納候支
外ニ
銀六分ツ、 但会所手数料備銀
合弐匁八分ノ定
改正
1米百石二付税金五銭
外ニ
三銭会所手数料備銀
合八銭ノ定
第十七条
1. 夜越取組米百石二付税銀九匁定ノ事
但売買双方ヨリ四匁五分可相納候尤米価高低二応シ其時々相改候事
外ニ
銀三匁ツヽ 但会所手数料備銀
合拾二匁定
改正
1夜越取組米百石二付拾銭
外ニ
六銭会所手数料備銀
合拾六銭
右ノ通改正仕侯以上
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ー，県下堺米相場会社税則改正ノ儀昨壬申十月及御届置候処大阪府下卜不照合
候二付取調増税可伺出旨御達シニ候得共当地之儀ハ夜越取組ハ旧会所ノ硼ヨリ
盛ナル土地二候処高税ニテ開業ノ後チ日々取組相減シ依テ定則ニオイテハ減税
ノ様相見候得共取組米ニテ相増スノ目的二御座候此上改正増税スルトキハ亦如
元衰微ノ姿二立至リ候哉卜被察依テ先即今ノ通ニテ据置候様致度此段申上候
以上
明治六年十二月
堺県令税所篤
租税頭陸奥宗光殿
再三の伺い歎願にも租税寮は応じようとはしなかった。ちなみに堂島の「規
則」は後にみるように，明治 6年3月の時点で日仕舞米は百石について 5銭，
夜越米は10石に付2銭，百石については20銭と改正している。 7年 2月， 「再
度歎願致シ候二付先是迄ノ通ニテ御据置相成度，尤今日ノ姿ニテハ会社ノ費用
ニモ不足ヲ生シ追々衰微ノ姿二立至リ候」と伺っているが，同年 2月27日の大
隈重信大蔵卿の指令は，「書面ノ趣ハ再応ノ申出ニハ候得共難聞届候条最前相
達候通大阪府下会所へ照準税額手当等ノ割合更二取調可申立事」と大蔵省は強
硬な姿勢を崩そうとはしない。折節，大阪出張大蔵省岩橋少丞から事情聴取を
うけた堺県米油会所頭取は，夜越米税金百石に付15銭， 日済米百石に付 7銭 5
厘とする内容の歎願書を作成し，税所県令の添書を付して再度 8月22日に上申
におよんだが，これに対しても「上申ノ趣再応ノ申出二候得共難聞届」との指
令をうけ，参考資料として提出した税金上納帳と内訳帳の 2冊の帳簿に対して
も，「同社税則ノ儀二付申立ノ趣採用難相成税額未定に付」との理由で下げ戻
されている。しかし程なくこの税則をめぐる掛け合いも終結を迎える。すなわ
ち7年11月28日の伺いに対する指令14)がそれである。
当県下米会社上税ノ義二付伺
当県下堺米会社減税ノ義二付先達テヨリ再上申候処御聞届難相成旨御指令
14)内閣文庫大阪府史。
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ニ付則本年八月二十七日附ヲ以増税ノ義上申候処別紙ノ通御指令相成右ハ会
社頭取共ヨリ差出候書中〇印以下ノ云々従前卜有之候得共十月以来ノ売買ハ
左書ノ通増税致シ会社開業之節御許可相成候税則二立戻リ上税可致筈二御座
候間書面ノ通御聞届相成度此段相伺候 以上
堺県令 税所篤代理
堺県権参事吉田豊文
明治七年十一月廿八日
大蔵卿大隈重信殿
申十一月以来税則 但申十一月御届済減税定則二御座候
夜越百石二付 拾銭上税
五銭手数料
日済百石二付 五銭上税三銭手数料
本年十一月以来増税 但需二会社開業御許可相成候翻ノ税則二御座候
夜越百石二付
日済百石二付
（指令）
伺ノ趣聞届候事
拾五銭上税
五銭手数料
七銭五厘上税
弐銭五厘手数料
明治七年十二月廿七日
大蔵卿大隈重信
夜越百石二付 10銭を 15銭に，日済 5銭を 7銭5厘に，「需二会社開業御許可
相成候硼ノ税則」に戻すことによって，税則にかかわる掛け合いはあっけない
幕切れとなる。しかし明治 5年6月から同 7年12月までの 2年6か月にわたる
息の長い攻防の掛け合いは，明治6年政変から同14年政変にいたる間の前半期
において，めまぐるしく変る政府首脳陣の交替，したがって，交渉相手の大蔵
省側では井上・陸奥・大隈を経て，この段階の最終の相手は内務卿大久保利通
と替る。すなわち堺県米会所の税則が認められ一段落ついたかに見えた状態も
つかの間，なお制度改正の為の措置が変転15)する。
15)小谷勝重『日本取引所法制史論」
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明治 7年10月13日太政官布告第107号施行 株式取引条例
明治 7年12月27日太政官布告第138号施行 各地慣行ノ米油限月売買差止，
米穀相場取引致度者株式取引条例二倣ヒ相場会社設立出願ノ件
明治8年 3月24日大蔵省伺
明治 8年 4月10日太政官指令（公布第52号）従来ノ米油限月売買取引七月迄延
期二関スル件
明治8年 5月28日大蔵省達甲第16号米穀相場会社創立準則
明治8年 6月23日各地方長官宛大蔵省心得達 米穀相場会社創立準則発施二
付キ自今同相場会社設立出願ノ際ノ地方庁心得内規
明治8年 7月23日太政官布告第 123号 従来ノ米油限月売買取引更二十一月
三十日迄延期
明治 8年10月17日太政官布告第 155号 米油限月売買取引延期期限内尚取纏
メ難キ向申出方ノ件
布告第 155号においては，届出先が大蔵省から内務省に変更される。堺県の
例16)をみると，
米会社取組売買延期ノ儀二付伺
当県下米会社頭取水橋吉平五名ヨリ取組売買延期ノ儀別紙ノ通出願仕候処
事情無余儀事二相聞且堺市ノ盛衰ニモ相係候依太政官第百五拾五号御達二基
キ右願書進達仕候条来｝レ九年二月迄売買期限延期御許可被成下度此段相伺候
以上
明治八年十一月廿二日
堺県令税所篤
内務卿 大久保利通殿
〔指令〕
書面伺之趣ハ従前ノ取引二於テ難取纏儀モ侯バ願ノ通来｝レ九年二月迄令延
期候儀卜可相心得事
16)内閣文庫大阪府史。
567 
776 闊西大學「純清論集」第36巻第2・3・4号 (1986年1月）
明治八年十二月三日 内務卿大久保利通
と，営業延期が認められる。この後「米商会所条例」の公布となり，米商会
所結社出願はこれに準拠することになるが，堺県米会所では既述のとおり，出
願の時機を失して既設会所も廃絶しているため，その経緯を知ることのできる
資料を探しえていない。
3. 京都米会所
京都米会所の設立開業は明治4年12月である。堺県米会所より早く 4年 4月
に大阪府下に準じて米会所免許を願い出ている。そして大阪滞在中の大隈参議
にも陳述し，同年7月再願書＂）を提出した。
乍恐奉再願口上書
ー，当 御府下賑起之タメ米会所御差許ノ上米売買仕度仮規則相立当四月奉
願候処書付上ケ置候様被仰渡置難有奉存候然｝レ処最前奉申上候通大坂表二於
テ既二先達テヨリ米会所御差許二相成追々盛大二売買仕日々税金官納仕候モ
移敷夫二付商人共融遥徳益モ多分有之土地ノ賑不ー形趣二御座候全体昨冬第
二商会御取建二付太平其外へ御用掛リ被仰付候付一統申談モ仕候得共執レニ
テ開店可仕トモ決心不仕左候迎等閑二相心得居候テハ難有御趣意ヲ以テ蒙印
候詮モ無御座深奉恐入候二付不取敢太平元居宅地ニオイテ商会取建猶モ開店
申談モ仕候得共是又何品売買仕候トモ発言仕候モノモ無御座太平目的ニハ先
ツ商会開店ニハ米売買ノ儀卜相心得正米売買ノ儀奉願太平一人ノ計ヲ以テ米
入札売買仕候付御上様ヨリ御金拝借モ仕候得共商会普請開店入費モ移敷候得
共太平ノ外御用掛ヨリー銭目ノ出金モ不仕候得共難有御趣意ヲ以御取建被成
下候商会ノ儀二候得ハ不都合ノ儀等仕候テハ他国ノ外聞卜奉存種々融通差操
仕正米売繋専ラ売買仕罷在候折柄前顕大坂表二於テ米会所御差許ノ上米売買
ノ儀取開候付テハ素ヨリ太平目的相立居候商道殊二土地賑起可仕筋合二御座
候付於当地ニモ御許容被成下度旨奉頸候儀二御座候間乍恐御賢察ノ上規則等
マイクロフィルム エデイション
17)内閣文庫 京都府史 政治部（以下，内閣文庫京都府史と略）
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不都合之儀在之候ハ、何時ニテモ相改節々御下知奉受候様可仕候開会所御取
開場所ノ儀於御上様御撰挙モ被為在候御儀ニモ可有御座候得共先ツ当今之処
第二商会二於テー日モ早ク会所御差許被成下度奉願候尤右二付会所金預リ之
儀ハ御用達四人之内へ御公撰ヲ以テ乍恐従御上様御下知被成下度尚右場所隣
家其余近辺廻リ明地仮建等ノ向々大体太平方へ買得仕候付右会所御許容被成
下候上ハ速二普請仕他国ノ外聞等ニモ不相成様可仕存意二御座候間右願之通
御聞済被成下候ハヽ如何計難有仕合可奉存候 以上
明治四辛未年七月
京都御政府
北條太平
中村三郎兵衛
当府下二昔年ヨリ米相場所有之候処先般大坂堂嶋ノ米相場被差留候節一様
二御差留ノ御沙汰ハ無之候得共当府一体分課ノ趣意ヲ以当府ヨリ差留置侯
其後追々仕法等立替歎願申出候儀大坂府同様ノ儀二有之侯然｝レ処過日大坂
府下へ米会所被差免候就テハ弥以切迫二歎願申出間別紙之通大坂府下ノ規
則参考仕法立イタサセ申候最前御差留ノ御沙汰モ無之事二付当府限リ聞届
差免候テモ可然卜相考候得共為念一応差出相伺申候間至急可否御答被下度
此段及御掛合候也
辛未七月二日
弁官御中
京都府
追テ本文之趣ハ過日大隈参議殿上坂ノ節情賓委細申込置候儀二候 以上
〔指令〕
書面伺之趣聞届候尤規則中附紙ノ廉改正致シ可申且地方ニョリ営業ノ差別
ハ可有之候得共大坂府打合ノ上区々不相成様取締方法相立可申事
辛未九月 大蔵卿大久保利通
先の堺県の場合の指令は大蔵大輔であるが，京都の場合は大蔵卿である。
この指令をうけた京都府は同年11月，米会所金預り役に，三井八郎右衛門・
島田八郎左衛門・小野善助・下村正太郎の 4 名，米会所頭取に，三井• 島田・
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小野・下村に加えて北条太平・中村三郎兵衛の 6名に下命し，下京十八番組高
瀬筋七条上｝レ十禅師町に会所を設ける運びとなった。翌5年5月，会所役員を
改め，金預り三井八郎右衛門・小野善助，頭取島田八郎左衛門・下村正太郎に
下命している。
まず，京都米会所の規則をみることにする。 4年7月の再願に対する同年 9
月の大蔵卿指令に，「規則中附紙ノ廉改正致シ可申，且地方ニョリ営業ノ差別ハ
可有之候得共，大坂府打合ノ上区々不相成様取締方法相立可申」とあるから，
6年 3月の「米会所改正規則」18)と同年3月の堂島米会所の「規則」19)とを照合
比較すると，
規則
1. 御蔵摂津米拾石建，売買証拠金五円即日会所へ差入候事
但相場時宜二寄証拠金為相増候儀モ可有之其旨兼テ相心得取引可致事
1. 米拾石二付金二円五十銭ノ高下有之候得ハ追証拠金二円五十銭差入候事
但追証拠金差入不申侯ハヽ其時ノ直段ヲ以売買米切付候事
1. 売買米請渡期限ーケ年四度二相定候事
但大ノ月ハ三十一日小ノ月ハ三十日限ノ事
1. 限月五日前売買双方共手締ノ為メ定証拠金ノ外拾石二付拾円ツヽ増入金可
致事
但増入金不致候ハヽ米切付候事
1. 限日正午刻限受取主ハ代金渡主ハ現米蔵預リ書米会所へ相備候事
但右刻限致延引候ハヽ過怠トシテ代価高ノ三歩取上ケ相手方へ差遣シ候
尤双方共不都合ノ節ハ右罰金双方ヨリ会所へ取上ケ致無帳候事
1. 渡方ノ米銘申出候上若相変候ハヽ為過料代金ノ高五歩ツツ取上ケ請取方へ
差遣シ候事
但米請渡場所ノ義ハ大阪府下第一大区ヨリ第六大区ノ内難波村御蔵所・
18)内閣文庫京都府史
rn)拙稿「堂島米会所についての党書」
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福島村蜆川筋二有之蔵所二相限候事
1. 現米請渡ノ義御蔵摂津米ノミニテハ引足不申二付何国米ニテモ代米ヲ以無
異儀致請引候事
但已来蔵米納屋米等ノ区別無之候事
1. 代米ハ何レノ府県何国米迎モ格付ノ義ハ米商中入札ヲ以品位取極メ候右当
明治六年七月限迄ハ従前ノ通十月限ヨリ屹度相改候事
但品位致入札候米ハ限月二十日迄二相備可申候右日限後ノ分ハ不相用候
事
1. 諸国米一切御蔵通用ノ通リ計リ立石ヲ以請渡候事
但請渡ニハ会所ヨリ立会候二付桝取秤取等致候者ハ会所ヨリ差出シ候事
1. 御蔵米タリトモ風当水押毛入其外都テ悪米ノ儀ハ請渡二不相用候尤濡沢米
手軽俵等ハ其時二入札ヲ以取引可致候事
但本文ノ意ヲ故障トシ請渡方相拒ム時ハ頭取至当ノ直段取極メ候上ハ無
異儀取引可致事
1. 米清渡ノ義限月三日迄ニハ是非トモ相済可申候若シ不都合ニテ延日相成候
得ハ延日申出候方ヨリ諸雑費相弁候義ハ勿論別段過料金ヲモ相掛ケ候事
但無余儀訳ニテ双方ヨリ申立候ハヽ其時二応シ衆議ノ上日延相成候事
1. 請渡ノ節二至リ渡シ方受取方不行届候ハヽ拾石二付金十円ツツ違約金取立
相手方へ渡シ遣シ候若双方トモ不都合ノ節ハ右罰金双方ヨリ会所へ取揚ケ候
事
但万ー数日休商候程ノ時変有之候節ハ米十石二付金二十円宛掛合セ取組
米建貫キ候事
1. 大凶年等ニテ米価格別沸騰ノ節ハ何時御取止メ被仰付候共差支義無之候事
1. 米商ノ義実二宿弊相放レ正直ノ商業相営候様ー名二付金五十円ツツ為身元
金会所へ相備候事
但身元金不相備者ハ米商相除候事
1. 他邦之商人タリトモ当所へ致入籍身元金相備候得ハ米商へ差加へ候事
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1. 米商名々へ改テ御印札御下ケ渡被置候事
1. 売買立会中御印札無之者迄場所へ罷出候得ハ混雑致候二付必立交候儀不相
叶候事
但当人病気等ニテ代人差出候節ハ名前書相認メ会所へ点合置候事
1. 売買問屋口銭夜越米十石二付八銭定ノ事
1. 同日仕舞米売買十石二付六銭二厘ノ事
1. 会所手数料左之通
夜越米十石二付税金二銭 但売買双方ヨリー銭ツツノ事
日仕舞十石二付税金五厘 但売買双方ヨリ金二厘五毛宛之事
明治六年三月
1. 会所役員月給井諸入費ーケ年金七円ヲ以定額二相極候事
1. 従前仲買人口銭夜越米十石二付金六銭二厘日仕舞米十石二付六銭二厘之処
仲買人中ヨリ願出候二付此段伺済之上左二
夜越米十石二付金八銭 日仕舞米従前之通
米商会所改正規則
1. ニ條御蔵米拾石建四斗入二十五俵
但拾石トイヘトモ小前弁理ノ為メー石ョリ売買可為勝手事
1. 米拾石二付雙方ヨリ手附金五円宛即刻米会所へ可差入候事
但米拾石代金高ヨリニ円五拾曳ノ高下有之候得ハ双方ヨリ追入金弐円五
十曳宛可差加余ハ是二準ス若入金及延引候ハヽ其時ノ相場ニテ米切付候
事
1. 売買取引ノ節現米相場ヨリ格外ノ高下有之時ハ頭取之権ヲ以手附金致増加
候儀モ可有之事
1. 売買米受渡期限ーケ年四度二相定候事
但限月大ノ月ハ三十一日小ノ月ハ三十日平年二月ハニ十八日閏年二月二
十九日限右ハ専ラ米穀融通ノタメ限月相定売買致取組候得ハ都合二寄即
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日又ハ五日目十日目三十日目ノ請渡ニテ売買致シ候儀ハ猶潤沢ノ運ヒニ
付勝手次第ノ事
1. 限月限日三日前正午ノ刻限二受方ハ会所へ代金相備へ渡ヽン方ハ米ノ銘柄蔵
付相認メ差出候事
但右刻限延引致ヽン候得ハ過怠トシテ代価高ノ三分ツ、取上ケ相手方へ差
遣シ候尤雙方トモ不都合ノ節ハ右金双方ヨリ会所へ取上ケ無帳二致候事
1. 蔵付米若間違候得ハ過料トシテ代価十分ノ三取上ケ受方へ差遣シ候事
但米受渡場処ノ儀ハ鳥羽伏見京地二限候事
1. 現米受渡ノ儀ハ御蔵米計ニテハ引足リ不申候二付何国米ニテモ大坂堂島現
米位付ノ格ヲ以代リ米請渡候事
但代リ米自然格付二相洩候米有之節ハ立会中入札ノ上品位相定可致請引
尤異国米ハ不相用候事
1. 諸蔵本米タリトモ御蔵通用ノ通計リ立石ヲ以受渡ノ事
但受渡ノ儀ハ会所ヨリ立会ニテ計リ取リ受方渡シ方可為勝手事
1. 濡沢手米軽俵等ノ儀ハ相当ノ直引付可申尤大毛入其外格外ノ悪米ハ請引不
相成事
但受方自己ノ勝手ヲ以致刻米候儀ハ不相成候事
1. 米受渡ノ儀限月翌二日マテニハ是非トモ相済シ可申候若不都合ニテ延日ニ
相成候得ハ諸雑費等相弁候儀ハ勿論過怠トシテ代価十分ノ三ヲモ相掛候事
1. 限月大ノ月ハニ十五日小ノ月ハニ十四日二至リ候ハ売買双方共手締ノ為高
下二不拘米拾石二付金拾円宛増入金可致候事
但増入金不候致ハ、米切付可申事
1. 現米売買パ義二付仮令何様ノ不時高下有之候共定法之通無異儀受渡致シ候
事
但万ー数日休商致程ノ時変有之候節ハ米拾石二付増入金弐拾円ツヽ掛合
ヒ取組米建貫可申候事
1. 日々売買ノ儀ハ真二宿弊相放レ実直ノ商業相営候様改テ人撰致シ候事
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但他邦ノ商人タリ共身元槌成者ニテ請人相立候ハハ仲買へ相加へ候事
1. 問屋仲買中拾人或ハニ十人卜組合ヲ致シ置組々肝煎一人或ハニ人宛入札ヲ
以相定候事
但ート組中不勘定無之様堅ク申合ハ勿論万ー不束之儀出来ノ節ハ其ート
組中ニテ正路ノ取扱致シ他方へ迷惑相掛不申様速二相捌候事
1. 当会処問屋仲買ノ儀ハ改テ御鑑札御下渡シ被下度候事
但問屋仲買税金六月十二月両度一人別金五拾銭宛上納仕候事
1. 売買立会中御鑑札無之者迄場処へ罷出候得ハ混雑致シ候二付必立交リ候儀
不相叶候事
但当人病気等ニテ代人差出候節ハ名前書相認会所へ照合置候事
1. 売買立会中帳場相立商人売買高雙方トモ水帳へ無漏書取可申事
1. 帯刀人罷越売買取組相談有之候共相断可申候自然其儀承知無之節ハ早速御
届可申上候事
1. 売買問屋口銭金ノ儀ハ米拾石二付金六銭二厘五毛宛定メ之事
1. 米百石二付日仕舞税金二十曳ッヽ之事
但売買双方ヨリ拾石二付ー曳宛相納候事
1. 夜越取組米百石二付税金日別三拾曳ツヽ之事＇
但売買双方ヨリ拾石二付ー曳五厘宛相納侯事
1. 税金ノ儀ハ限月結算ノ上々納可仕候事
但ーケ年二四度上納相成候事
1. 会所取締ノ為メニハ夫々役名ヲ付数人手代差配方等相定メ万端取締頭取共
引請柳疎略無之様取扱可仕事
但右手代其外何レモ相当ノ給料差遣可申事
1. 税金相減候タメ売買高申偽リ万ー不正ノ取曖致シ候向有之候ハヽ問屋ハ勿
論商人共屹度当罪被仰付当日売買米不残取上ケ被仰付候事
1. 大凶年等ニテ米価格別沸騰ノ節ハ何時御取止被仰付候トモ差支候儀無御座
候事
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1. 豊凶其外天然自然ノ道理ニテ高下致シ候儀ハ当然二候得共人作手段ヲ以惑
乱為致世上不釣合飛直ヲ相付或ハ定則二相背不法相働候事売買差止猶仕儀二
寄リ厳重ノ御処置被仰付候事
右之通候得共自然良法嵯閥ノ廉等御座候節ハ時々奉伺規則相改可申候事
米会所出納規則
1. 日々売買手付金預リ入金ノ者二受取書遣候事
1. 当米会所ノ者金取渡ノ儀ハ午後四時限ノ事
但他所ノ者ハ時刻二不限渡シ方致遣シ候事
1. 税金上納ノ儀ハ限月切未済方翌月五日限上納可仕其節御府ヨリ御請取御印
判被下置候事
1. 米会所掛リ之モノ給料井諸入用ハ右税金上納ノ節払出シ頭取共立会勘定仕
一点書ヲ以奉申上候事
右ノ通候得共不弁理ノ廉御座候節ハ時々奉伺規則相改可申候事
明治六年三月 米会所
両米会所の規則は，大要において殆ど差異がない。堂島の売買証拠金が京都
では手付金と表現され金額5円は同額，追証拠金が追入金となり金額2円50曳、
は同額，手締のための増入金10石に付いて10円も同額である。多少異なる点を
あえてあげるなれば，双方売買は10石建であるが，京都は小営業者のためを配
慮して「小前弁理ノ為一石ヨリ売買勝手たるべき事」としている点。代米格付
については，「大阪堂島現米位付ノ格ヲ以テ」と堂島の品位格付に準拠するこ
とを明示していることである。外に堂島の規則によったと思われる点は第5条
の但し書「過怠料」についてである。すなわち，京都府から大蔵省への伺い20)
の中に，
右両会所（米・油両会所のこと）ノ記載本行ハ同様ノ筋ニテ差支無之候得共但書、
20)内閣文庫京都府史
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過料ノ認メ方不連続二有之尤米会所ハ代価ノ三分一屑塁手畠誌三取立油会所ハ未
ク取立候事件無之候得共代価十分ノ三罰附許二心得罷在候処先般米会所差縫ノ
節分卜歩トノ字二付大二議論モ相立候二付後年違則之憂無之為メ米油一様前書
掛ケ紙ノ通為致侯方可然哉卜相考申候此度御改訂之折柄幸二取直置度既二両会
所へ改正ノ廉々申渡方へ付至テ差急候間即時御決令被下度候也
明治六年三月八日
大蔵大輔井上馨殿
の一件がある。これに対しては，
京都府参事槙村正直
京都府知事長谷信篤
別紙但書過料ノ認方不連続二有之且後年違則ノ憂無之様米油一様掛紙之通相
改可然哉云云御申越之趣委細致了承候右ハ其分御改可然候尤爾後於其府従来ノ
振相モ可有之侯得トモ先日致御達候米油相場会所規則二照準シ各件御試行有之
度自然不都合出来候得ハ其節々御伺出有之可然存候目今大坂堂島二於テ現在施
行相成居候米会所規則ハ別紙写之通リニ候条為御心得差越候此段御答芳申進侯
也
明治六年三月十一日 井上大蔵大輔
との指令をうけ「代価十分ノ三」に改めたようであるが，堂島は「歩」を使
用しているが「三分の一」ではなく「十分の三」であることは確かである。ま
た京都は帯刀人の一項を残しているが，堂島では 6年3月の時点ではこれを除
いている。
さて，問題を残したのは堺県と同様に税則の件である。堂島は既述の通り夜
越米百石に付20銭，日仕舞百石に付 5銭であったが，京都は夜越米百石に付30
銭，日仕舞百石に付20銭と規定している。やはりこの点に関し明治6年正月，
米会所金預り・頭取連名で，「追々米直段下落仕候二付テハ小高下二相成尚外
二相場所モ税銭下直ノ事而已申立当場所客薄ノ由ニテ仲買共巨細ノ事計申立」
との理由をもって，夜越米20銭， 日仕舞10銭に減税を願い出たが，租税頭陸奥
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宗光からの指令は20, 「書面米会所税金各所区々ニテハ不都合二付一般税則等
改正ノ儀当今詮議中二有之候得共減税ノ儀ハ採用難致事」と不採用になった経
緯があってのことである。
なおまた， 6年 3月には京坂間に派在中の大蔵大輔井上 馨から京都府に対
して22),
当府下従来取立有之侯米油相場会所ノ儀ハ此度詮議ノ筋有之以後為換会社へ
取扱申付候条此旨右相場会所へ御達有之度此段相達候也。と米油会所の取締り
と収税の役を為替会社に移し，それまでの会所役員を罷免し，米油会所取締と
して池田八郎兵衛•森脇勝兵衛・横江伊三郎を任命した。以上のことは政府財
政とのかかわりであって収税の実をあげようとの政策に外ならなかったと考え
られる。その経過を語る史料として「京都府下米油市会所設立記」23) がある。
冗長に亘るが米会所分のみをあげておこう。
ー，米会所
大蔵省伺済明治四年辛未十二月下京第二十六区東高涯川筋大仏正面通下
ル十禅師町二於テ開業
ー，売買税ハ日計米拾石二付売買双方ヨリ金一曳ツヽ夜越米十石二付売買双方
ヨリ金一曳五厘ツヽーケ年二四度則一月四月七月十月限商ノ節取立会所役掛
之モノ給料井諸入費引去取立高大蔵省へ相納候事
ー，米仲買税ハー人二付ーケ年金一円ツヽーケ年両度則七月十二月中金五十曳
ツ、取立大蔵省へ相納候事貰贔名遵歪六
ー，明治六年三月旧大蔵大輔井上馨京坂出張ノ節為換会社金券引換方へ付米会
所収税右会社へ委任相成税金全額之内二割分ハ会所入費二被下六割分ハ会社
手数料二被下残テニ割分全ク税納ノ筈且右六割分ハ拝借金十三万三千七百三
十三円七十六銭四厘ノ方へ返納ノ筈改革相成候事
21)内閣文庫京都府史
22)23)内閣文庫 京都府史。大蔵省理財局「明治年間米価調節沿革史」 2ページ。
「前期二於ケル政府ノ米価調節策ハ経済上純粋二物価調節ノ目的ノミヲ有スルモノ甚
ダ稀ニシテ常二国家財政上ノ見地ヲ脱セザルノ感アリ」と記されている。
577 
786 謁西大學『紐滴論集」第36巻第2・3・4号 (1986年1月）
ー，同九月旧大蔵省三等出仕陸奥宗光京坂出張ノ節去三月改革条件ノ内猶亦改
正有之米会所収税ノ内二割分ツ、税納井入費二引去候分ハ是迄之通ニテ六割
分手数料拝借金ノ方へ返納可致分ハ右拝借金三割上納二付悉皆被下切返納二
不及筈相成侯事
ー，明治七年二月収税金ノ内二割分会所諸費六割分為換会社手数料残二割分上
納ノ廉トモ廃停相成以前ノ通税金全額上納之筈大蔵省ヨリ達相成候事
但税金高ノ内会所諸入費井役掛リ給料等引去上納之筈明治七年三月大蔵
省へ伺済二候事
ー，同六月三十日限為換会社解社貸出金取立未済七分ハ相対示談ノ筈改革相成
昨六年三月大蔵省ヨリ被申付候会所役掛ノ者差免相成候段同省ヨリ達有之候
事
但本文役掛跡役ノ儀ハ大蔵省伺済ノ上府庁限人撰申付侯事
初発ヨリ当明治七年七月限迄
一金五万四千八百六円九十五銭 売買税
内
金一万千六百七十六円二十三曳三厘四毛
是ハ会所役掛ノ者給料井諸入費等下渡候分
金八千七十八円四十一曳二厘
是ハ為換会社手数料残付典之分
右差引
残金三万五千五拾二円三十曳四厘六毛
大蔵省へ納辻
一金六百八十九円五十曳 米仲買税大蔵省へ納辻
ちなみに，油会所の同期取立高は 1440円，納税額 186円21曳2厘，うち油仲
買税は76円50曳である。
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4. おわリに，人のかかわリ
19世紀初頭，米相場を肯定した山片幡桃は米市場の状況を評して， 「天下ノ
知ヲアツメ大成ヽンタル相場ハ，大阪ニアリテ，外ニアルコトナシ。古ヘハ江戸
ヲニトセシニ，今ハ下ノ関ヲニトスベシ。コノ処ハ北国・西国ヲ受テ，上ハ大
阪ヲ受ルノ咽喉ナレバナリ。大津ヲ三トシ，尾ノ道・兵庫ヲ四トスベシ。江戸
ハ五ナルベシ。」24)と述べている。 19世紀後半においてもその状況はあまり変っ
ていなかったのではないか。堂島米会所の再興には，蝠桃が指摘する天下第二
の米穀市場「下ノ関……コノ処ハ北国・西国ヲ受ケ，上ハ大阪ヲ受ルノ咽喉」
でおこなわれていた「正米受引の仕法」25)が導入され再興が実現した。「正米受
引の仕法」の売買取引方法を記述したものは未だ探しえていないが，恐らく従
来堂島でおこなわれていた帳合米取引の三期制よりも短期の取引にして， しか
も取引決算の違約者の処置のために定められた「正米正銀受渡し」仕法を復原
するものではなかったろうか。その為に，明治4年以降の諸米会所においては
ーか年四期取引と限月限日の受渡しをきびしく規定している。すなわち，取引
期間を 1か月短縮して取引の回転を速やめて，年4回の期末に商税を徴収しよ
うとした。しかし，米会所設立には，政府の指令に従って，取引期間を短縮し
た堂島の「規則」に準拠して出願すれば許可されたかといえば，それのみでは
なかったと思われる。当初は本省官轄であった事項が， 地方官轄に移された
が，地方官の統轄が大蔵省に移されたため， やはり大蔵省にかかわる人間関
係，人と人とのつながりを無視することはできなかったと考えられる。堂島の
場合，出願代表の武富辰吉は大隈重信と同じ佐賀藩出身であり，磯野小右衛門
は井上馨とつながり，井上と三井一門とのつながりによって設立が実現した。
したがって，京都は三井と井上• 井上と槙村，三井と小野• 島田・下村とのつ
24)岩波書店， 日本思想大系43,有坂隆道校注『山片蝠桃」 399ペー ジ。
25)拙稿「堂島米会所と正米受引の仕法」『経済論集』 23-2・3号。竹中靖ー記「島本得
ー教授に「米切手」を聞く」バンキング，第251号。
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ながりを見なければならないであろう。なお薩摩派は表面立っては出てきてい
ない。 ところが堺は京都とは事情が異なる。すなわち， 税所堺県令は大村藩
出身の渡辺昇大阪府権知事とはつながらない。そうだとすれば，やはり同藩出
身の五代友厚，松方正義0嘩財勧⑳丞・大蔵三等出仕・大蔵大輔）につながるのでは
なろうか。明治6年 5月，税所から五代宛の書翰に次のような文言がある26)0 
ー，米・油相庭の事典桑貪余也，夜前来大二沸騰。已二瓦解の積二候処， 頭取
の内一人，大二憤発いたし，無異候。仮令，高木閉戸致候ても，油相庭の儀
ニ付ては，堺中の人気二も関し，且ハ盛衰の小大二も関）レ事故，一人二て平
五の掛金引受可申二付，従前の通，ー同無疑惑安心致候様，申出候者有之故
ヲ以，頭取中も同意いたし，今朝未明二至，如例相庭相立候処，毎より大二
はづみ，倍増の売買二相成候由。此堺二も，か様なる奇特者あらんとハ，入
県以来，堺市中の美談，始テに申候。依テ今昼も，粗申定候通，凡テ県庁二
テ引受侯儀ハ不相成候得共，少し二ても，形ヲ付させ候様，折角尽力いたし
候二付，安心いたし候様，褒詞も相添，達置候事二御座候。依之，右辺の義
理合も御座候付，出来候内，半方位，掛屋家宅ヲ投出シ候ハゞ，市中一統の
感動二も成， 渥々の美名ヲ取候事とも相考申候。是も御含置可被下候。「調
金」ヲ両方へ引分候義ハ，此方二て，相庭掛の官員と田代杯も，相談可申候
得共，猶御賢慮候ハゞ，御しらせ可被下候。
右態答芳，
相庭一件ハ，彼方より参候ハヽ令，御都合二依，御咄聞可被下候（後界）
（明治六）五月九日午后八字五分
新谷九郎氏の指摘27)によれば，「もっとも注目すぺきものは， 友厚と米・洋
銀相場との関係である。彼は雨宮敬次郎・与倉守人・笠野熊吉等を使って，米
26)日本経営史研究所編「五代友厚伝記資料」第1巻， 192ページ。
27) 「五代友厚伝記資料」第1巻，書翰解説， 66ページ。
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相場に洋銀相場に大きく賭けている。（中忍）いままで五代といえば，すぐ藍と
鉱山の経営を連想するほどであって，米・洋銀相場との関係はほとんど問題と
されず，彼には大相場師の一面があることが見落とされていた。」とあるよう
に，五代友厚は相場にかかわっている。明治4年，堂島米会所の再興，同 9年
の堂島米商会所の創設に尽力はしているが， 「或る複雑な事情に依り」直接名
儀を出すことができなかったとされている28)0 
税所の書翰は米・油相庭の事とあるが， 油相場のことのようである。「夜前
来大二沸騰」とは恐らく買煽りであらう。「已に瓦解の積」とあるのは，会所
側はお手あげで売買停止の覚悟を決めていたものと思われる。会所規則にも最
終項で「人作手段ヲ以テ惑乱為致世間不釣合ノ飛直等相附」た場合には売買を
差留め，厳重な処置を行うことを唱ってある。ところが頭取の一人の憤発によ
っ事なく運び， 翌日にはさらに大盛況で倍増の売買が成立した由を報じてい
る。「仮令，高木閉戸致候ても」の高木とは米油相場会所金預り役の高木祐次
郎と推定しうる。奇特者であり， 堺市中の美談。「凡テ県庁ニテ取受候儀ハ不
相成候得共，少し二ても形ヲ付させ候様，折角尽力いた」す程の重大事であっ
て，「出来候内（売買成立取引高か），半方位，掛屋家宅ヲ投出シ候ハヽ・，（決済に
その半分位は掛屋すなわち金預り高木祐次郎の家宅を投出し，したがって閉戸一破産にな
る）それが市中の感動を呼び美名となると報じているのであるが， 当時大阪に
おいても，堂島の米相場は大沸騰， 「既に去る六月限りには， 薩州の商人買方
にて，八万石余の取引ありと， これさえ未曽有の事」29)と報じられている市況
であった。
この薩州の商人が誰であったかは判明しないし，堂島の米相場はともかく，
堺の油相場に五代が仕手をかけたとは断じられないが，税所が早速に通報して
いることが疑問として残る点である。
28)友厚会編「近代之偉人故五代友厚伝」
29)毎日新聞社「明治ニュース事典」第 1巻， 235ベー ジ。
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堺油相場にかかわりがあると推察しうる今ー通の書翰30)がある。明治 6年 6
月2日付，松方正義より五代に指し出されに一通の追伸に，
税所へ篤と御咄可被下候。高木一条ハ， 須田引請と様申や相成含也。今
日，藤井参事より承り，何も無事ナルベシト存ジマス。御安心可被成候。須
ヘ，早速二御通ジ被遣度，奉頼上侯。
文中，藤井参事とあるから堺県参事藤井千尋であろう。藤井から高木一件の
事情を聞いた松方が五代から税所へ何れも無事と篤と話されたい。又，裁判か
弁護か，引請けの須田某へ，五代から何分の申し入れを遣れたくとは，何故に
申し入れしなければならないのかと疑う。若し推測が許されるなら，この油相
場は，五代が仕掛けた相場ではなかったかと考えられる。税所・松方から五代
に，五代を頂点として張りめぐらされた情報網はさらに広範なものであった
し，何れかといえば井上嫌いの五代は京都にはかかわりをもたずに，大阪・堺
・兵庫を舞台として，大きく相場にかかわったと考えられることから，堺県米
油会所の再興にも，肥前閥の大隈と親しかった五代の尽力があったと思われる
のである。•
一方，京都については，明治4年7月再願，同年9月認可と当初は順調にす
すんだが，同年11月，全権大使右大臣岩倉具視，全権副使大蔵卿大久保利通，
木戸孝允，伊藤博文，山口尚芳ら50名からなる岩倉使節団の出発以後，留守政
府の急進的な諸改革の実行において，大蔵官僚として権力をふるう井上馨が大
きくかかわるわけである。それは明治 2年，三井・小野• 島田の為替方三家の
為替会社への出資にはじまり，明治4年8月，槙村参事の勧奨による関西鉄道
会社の設立には，総頭取三井三郎助，副頭取小野善助の就任，同年9月，京都
米会所の設立にみられるとおりである。しかし明治6年になると，井上・槙村
と小野組の関係は多少くいちがってくる。すなわち， 同年4月，小野善右衛
門の出願した東京転籍願に対する槙村の拒否，それに対する小野組の裁判所へ
の出訴。司法卿江藤新平，京都裁判所長北畠治房の槙村に対しての断罪，拘禁
so) r五代友厚伝記資料」第1巻， 197ページ。
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上申。これは単に府庁と裁判所の対立ではなく，大蔵省と司法省の対立でもあ
って，その結果は，同年 5月，大蔵大輔井上馨，三等出仕渋沢栄一の辞任とな
る。その後，三井，小野両組の関係は，同年8月，渋沢栄ーを総監とする第一
国立銀行の設立に大株主として共同出資するが，為替方に対する政府方針の急
変により，やがて 7年1月，小野組破産31), 翌年引き続いての島田組の破産を
迎えるわけである。京都には，このように井上馨が大きくかかわるが，何れか
といえば井上嫌いの五代友厚は， 京都にはかかわりをもたなかったようで，
『五代友厚伝記資料』第一巻の書翰中には，司法関係者からの書翰が多く収録
されているが，最も点数の多いのは土居通夫の75通，第九位の北畠治房30通が
収録されており，かれらからもたらされる情報によって，五代は京都の問題に
は直接かかわらず傍観していたかに思われるのである。
31)小野組に関しては宮本又次著「小野組の研究」に詳しい。
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